
緒
に
遊
ぶ
な
ど

し
た
。

区
内
の
保
育

園
や
子
育
て
支

援
拠
点
、
主
任

児
童
委
員
ら
で

つ
く
る
「
子
育

て
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
守

山
チ
ー
ム
」
が

主
催
。
関
係
団

体
連
携
に
よ
る

子
育
て
支
援
イ

ベ
ン
ト
と
し
て

は
、
市
内
で
も

唯
一
の
規
模
。

二
つ
の
競
技
場
を
使
っ
た
会

場
に
は
、
手
作
り
お
も
ち
ゃ
や

大
き
な
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と

い
っ
た
コ
ー
ナ
ー
が
並
び
、
ど

こ
も
大
に
ぎ
わ
い
。
粘
着
テ
ー

プ
を
釣
り
針
に
し
た
魚
釣
り
ゲ

ー
ム
を
楽
し
む
な
ど
、
親
子
の

笑
顔
で
あ
ふ
れ
て
い
た
。

ま
た
子
育
て
支
援
施
設
を
紹

介
す
る
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

た
く
さ
ん
の
資
料
を
手
に
す
る

人
の
姿
が
。
バ
ル
ー
ン
フ
ォ
ト

ス
ポ
ッ
ト
も
登
場
し
、
家
族
連

れ
が
わ
が
子
を
あ
や
し
な
が
ら

ス
マ
ホ
を
向
け
て
い
た
。

上
志
段
味
か
ら
２
歳
の
女
の

子
と
一
緒
に
訪
れ
て
い
た

代

の
お
母
さ
ん
は
「
家
に
い
る
と

『
家
事
を
し
な
き
ゃ
』
と
か
が

気
に
な
る
け
ど
、
こ
こ
で
は
子

ど
も
と
向
き
合
っ
て
遊
べ
る
か

ら
楽
し
い
」
と
に
っ
こ
り
。

同
チ
ー
ム
代
表
者
の
芝
田
育

彦
さ
ん
は
「
来
場
者
の
方
々
と

の
会
話
も
ヒ
ン
ト
に
、
考
え
方

や
中
身
を
変
え
な
が
ら
続
け
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

方
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
の
見
方
な

ど
の
方
法
を
伝
授
。
ま
た
「
私

が
高
校
生
の
頃
に
は
ス
マ
ホ
が

な
く
、
駅
で
待
ち
合
わ
せ
た
時

と
か
は
黒
板
の
伝
言
板
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
残
し
た
」
と
い
っ
た

や
り
取
り
も
あ
り
、
生
徒
の
驚

く
表
情
が
見
ら
れ
た
。

「
孫
は
『
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に

は
無
理
』
っ
て
言
っ
て
、
教
え

て
く
れ
な
い
か
ら
」
と
、
参
加

の
き
っ
か
け
を
話
し
た
山
田
典ふ

み

代よ

さ
ん
（

）
は
「
若
い
子
と

話
が
で
き
て
、
楽
し
か
っ
た
」

と
満
面
の
笑
み
。

山
田
さ
ん
の
先
生
を
務
め
た

小
山
涼す

ず

音ね

さ
ん
（

）
は
「
あ

ま
り
教
え
ら
れ
な
か
っ
た
か

も
。
（
自
分
の
）
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
な
か
な
か
会
え
て
い
な
い

か
ら
、
新
鮮
な
感
じ
だ
っ
た
」

と
目
を
細
め
て
い
た
。

子
育
て
支
援
イ
ベ
ン
ト
「
も

り
や
ま
っ
こ
子
育
て
広
場

ｉ

ｎ

守
山
」
が
先
月

日
、
守

山
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
＝
竜
泉

寺
２
＝
で
開
か
れ
、
未
就
園
児

と
保
護
者
２
０
０
組
以
上
が
一

５
年
ぶ
り
の
「
守
山
区
福
祉

ま
つ
り
」
が
先
月

日
、
ア
ク

ロ
ス
小
幡
＝
小
幡
南
１
＝
で
開

か
れ
た
。
マ
ル
シ
ェ
や
福
祉
体

験
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
の
催

し
に
約
３
千
人
が
訪
れ
た
。

区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議

会
、
区
役
所
ほ
か
で
つ
く
る
同

ま
つ
り
実
行
委
員
会
が
主
催
。

子
ど
も
や
高
齢
者
、
障
が
い
の

あ
る
人
・
な
い
人
な
ど
、
み
ん

な
で
一
緒
に
楽
し
む
こ
と
を
テ

ー
マ
に
し
て
お
り

回
目
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

で
は
和
太
鼓
演
奏
の
後
、
区
ボ

ラ
連
会
長
で
同
ま
つ
り
実
行
委

員
長
の
田
代
京
美
さ
ん
が
開
会

を
宣
言
。
ま
た
、
小
島
康
裕
区
長

ら
が
み
こ
し
を
担
い
で
会
場
内

◇
令
和
６
年
度
守
山
区
秋
の

女
性
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
（

月
６
・


日
、
守
山
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

第
１
競
技
場
）
＝
中
日
新
聞
守

山
販
売
店
連
合
会
後
援

〈
１
・
２
回
戦
〉
ら
ぱ
ん
２

―
０
瀬
古
ピ
ュ
ア
、
友
和
２

―
１
志
段
味
ク
ラ
ブ
Ｂ
、
フ
ェ

ア
リ
ー
２
―
０
ら
ぱ
ん
、
瀬
古

２
―
０
ア
ル
フ
ァ
、
大
森
フ
レ

ン
ズ
２
―
０
友
和
、
ベ
ン
チ
ャ

ー
ズ
Ｂ
ｂ
２
―
０
大
森
北
さ
く

ら
、
志
段
味
ク
ラ
ブ
２
―
０
ベ

ン
チ
ャ
ー
ズ
Ｃ
、
愛
球
友
２
―

１
秋
桜
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
２
―

０
と
り
ば
み
、
大
森
２
―
０
西

城
〈
敗
者
戦
決
勝
〉
秋
桜
２
―

０
ア
ル
フ
ァ

〈
準
々
決
勝
〉
瀬
古
２
―
０

フ
ェ
ア
リ
ー
、
大
森
フ
レ
ン
ズ

２
―
０
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
Ｂ
ｂ
、

志
段
味
ク
ラ
ブ
２
―
０
愛
球

友
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
２
―
０
大

森
〈
準
決
勝
〉
瀬
古
２
―
０
大

森
フ
レ
ン
ズ
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ

２
―
１
志
段
味
ク
ラ
ブ

〈
決
勝
〉
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
２

―
０
瀬
古

外
国
人
向
け
の
日
本
語
教
室

「
守
山
に
ほ
ん
ご
だ
い
す
き
」

の
救
命
講
習
会
が
先
月

日
、

守
山
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
＝
守

山
３
＝
で
開
か
れ
、
区
内
で
暮

ら
す
外
国
人
ら
が
応
急
手
当
て

の
手
順
な
ど
を
学
ん
だ
。

同
教
室
は
、
市
の
日
本
語
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
の
受
講
者
有

志
が
先
生
と
な
り
、
こ
と
し
９

月
に
開
講
。
救
命
講
習
会
は
、

外
国
人
と
地
域
が
つ
な
が
る
一

助
に
も
な
る
よ
う
企
画
し
、
守

山
消
防
署
が
協
力
し
た
。

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
含
む
参
加
者
約


人
が
、
ま
ず
ビ
デ
オ
で

応
急
手
当
て
の
手
順
を

確
認
。
胸
骨
圧
迫
に
よ

る
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
の
使
い
方
な
ど
、

消
防
署
員
の
話
に
も
耳

を
傾
け
た
。

ま
た
参
加
者
は
三
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
倒
れ
た
人
の
反
応

や
呼
吸
の
確
認
か
ら
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
操
作
ま
で
を
体

験
。
「
大
丈
夫
で
す

か
、
大
丈
夫
で
す
か
」

と
い
っ
た
声
を
響
か
せ
た
ほ

か
、
役
割
を
交
代
し
な
が
ら
繰

り
返
し
て
学
ん
だ
。

参
加
者
の
一
人
、
香
港
か
ら

来
日
し
た

代
女
性
は
「
（
胸

骨
圧
迫
で
）
押
さ
え
る
の
が
重

い
。
人
形
だ
か
ら
い
い
け
ど
、

人
間
の
と
き
に
で
き
る
か
な
」

と
に
こ
や
か
に
感
想
を
。

同
教
室
の
西
尾
ナ
ナ
子
代
表

は
「
守
山
区
在
住
の
外
国
人

が
、
地
域
の
方
々
と
理
解
や
協

力
を
し
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
け

る
よ
う
に
活
動
し
て
い
き
た

い
。
世
界
の
料
理
教
室
な
ど
も

開
け
た
ら
」
と
話
し
て
い
た
。

　
　
　

◇　
　
　
　

◇

「
守
山
に
ほ
ん
ご
だ
い
す

き
」
は
毎
月
第
２
・
４
土
曜
の

午
前

時
～
同

時
半
、
守
山

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
外
国
人

向
け
「
日
本
語
教
室
」
を
開

催
。
参
加
費
１
回
１
０
０
円
、

子
連
れ
で
も
受
講
で
き
る
。
問

い
合
わ
せ
は
同
教
室
メ
ー
ル
＝

moriyama.nihongo.daisuk

i@gmail.com

＝
へ
。

外
国
人
向
け
の
救
命
講
習
会

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
な
ど
応
急
手
当
て
の
手
順
を
学
ぶ

「
も
り
や
ま
っ
こ
子
育
て
広
場
ｉｎ
守
山
」

子
育
て
を
支
援
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
盛
大
に

秋
の
火
災
予
防
運
動
に
合
わ

せ
た
消
防
訓
練
が
先
月

日
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
し
だ

み
の
里
＝
上
志
段
味
東
谷
＝
で

行
わ
れ
、
同
施
設
の
職
員
や
入

所
者
、
守
山
消
防
署
員
ら
２
０

０
人
以
上
が
参
加
し
て

取
り
組
ん
だ
。

訓
練
で
は
同
施
設
の

調
理
室
で
火
災
が
発
生

し
、
職
員
が
初
期
消
火

を
試
み
る
も
失
敗
し
た

と
想
定
。
「
火
事
で

す
、
火
事
で
す
」
の
自

動
音
声
ア
ナ
ウ

ン
ス
や
火
災
警

報
器
の
音
が
響

く
中
、
職
員
が

車
い
す
の
人
の

介
助
な
ど
も
し

な
が
ら
、
入
所

者
を
建
物
の
外

へ
誘
導
し
た
。

屋
外
で
の
訓

練
に
は
消
防
署

員
と
志
段
味
東

消
防
団
員
、
消

防
車
両
６
台
が
参
加
。
避
難
を

終
え
た
人
た
ち
が
見
守
る
中
、

４
階
建
て
の
屋
上
に
取
り
残
さ

れ
た
２
人
を
は
し
ご
車
や
ロ
ー

プ
を
使
っ
て
救
出
し
、
建
物
へ

向
け
て
一
斉
放
水
し
た
。

を
一
周
し
、
雰
囲
気

を
盛
り
上
げ
た
。

マ
ル
シ
ェ
と
バ
ザ

ー
に
は
、
区
内
障
が

い
者
支
援
施
設
の
自

主
製
品
や
リ
サ
イ
ク

ル
品
な
ど
が
所
狭
し

と
並
び
、
買
い
求
め

る
人
で
大
に
ぎ
わ

い
。
手
作
り
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
の
販
売
コ
ー

ナ
ー
は
昼
が
近
づ
く

に
つ
れ
、
長
い
行
列

が
出
来
上
が
っ
た
。

ま
た
、
手
話
や
点
訳
な
ど
を

学
ぶ
福
祉
体
験
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
も
行
わ
れ
、
多
く
の
子
ど
も

た
ち
が
参
加
。
教
え
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
か
ら
「
上
手
だ
ね
」
と

褒
め
ら
れ
て
、
照
れ
く
さ
そ
う

に
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

田
代
実
行
委
員
長
は
「
た
く

さ
ん
の
方
が
ま
つ
り
に
来
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
、
た
く
さ

ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
社
協
職

員
が
手
伝
っ
て
く
れ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
が
た
い
。
私
も
元
気

を
も
ら
っ
て
い
る
」
と
語
り
、

笑
顔
を
見
せ
て
い
た
。

新
し
い
仲
間
を
募
集
中


の
グ
ル
ー
プ
で
つ
く
る
守

山
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議

会
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
楽
し

「
高
校
生
が
先
生
の
ス
マ
ホ

教
室
」
が
先
月

日
、
緑
丘
高

校
＝
緑
ケ
丘
＝
で
催
さ
れ
、
同

校
生
徒
が
高
齢
者
に
ス
マ
ホ
の

使
い
方
を
教
え
た
ほ
か
、
異
世

代
間
交
流
を
楽
し
ん
だ
。

同
校
が
、
区
社
会
福
祉
協
議

会
の
「
高
齢
者
は
つ
ら
つ
長
寿

推
進
事
業
」
に
協
力
す
る
形
で

開
か
れ
た
も
の
。
同
事
業
参
加

者
か
ら
ス
マ
ホ
の
使
い
方
を
知

り
た
い
人
を
募
り
、
総
合
学
科

で
学
ぶ
２
年
生
が
「
福
祉
」
の

授
業
の
一
つ
と
し
て
教
え
た
。

〝
教
室
〟
に
は
高
齢
者
と
生

徒
ら

人
が
参
加
。
高
齢
者
１

人
に
生
徒
１
人
ま

た
は
２
人
が
寄
り

添
い
、
脳
を
活
性

化
す
る
指
の
体
操

や
お
互
い
の
自
己

紹
介
を
し
た
後
、

ス
マ
ホ
で
分
か
ら

な
い
こ
と
の
話
を

交
わ
し
た
。

高
齢
者
が
持
参

し
た
ス
マ
ホ
を
一

緒
に
操
作
し
な
が

ら
、
動
画
の
撮
り

高
校
生
が
先
生
の
ス
マ
ホ
教
室

緑
丘
高
生
が
高
齢
者
に
使
い
方
を
教
え
る

講
評
で
は
水
野
角
栄
署
長
が

「
き
ょ
う
の
訓
練
は
昼
間
。
職

員
の
方
が
少
な
い
夜
間
に
つ
い

て
も
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て

ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

守
山
区
内
で
は

月
末
ま
で

に

件
の
火
災
が
発
生
し
、
原

因
の
１
位
は
「
放
火
」
。
守
山

消
防
署
は
、
家
の
周
り
に
燃
え

や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
と
い

っ
た
注
意
喚
起
の
ほ
か
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
は
設
置
か
ら
約


年
を
目
安
に
本
体
ご
と
交
換

す
る
こ
と
を
推
奨
し
て
い
る
。

胸
骨
圧
迫
な
ど
応
急
手
当
て
を
体
験

す
る
参
加
者
ら
（
左
は
西
尾
代
表
）

はしご車で救助―「スム
ーズで思ったより怖くな
かった」と体験した職員

親子で体を動かす遊びなども楽しんだ

こ
っ
ち
だ
よ
―
家
族
連
れ

ら
が
次
々
と
撮
影
「
バ
ル

ー
ン
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
」

優
勝
の
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
」

準
優
勝
の
「
瀬
古
」

敢
闘
賞
の
「
秋
桜
」

み
な
が
ら
明
る
く
活
動
を
！！
」

を
合
言
葉
に
、
約
８
０
０
人
が

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
活
躍
中
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味

の
あ
る
人
を
は
じ
め
、
新
し
い

仲
間
を
募
っ
て
い
る
。
詳
細
な

ど
問
い
合
わ
せ
は
守
山
区
社
会

福
祉
協
議
会
＝
☎
０
５
２
（
７

５
８
）
２
０
１
１
＝
へ
。

手
話
な
ど
福
祉
体
験
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
は
大
人
気
だ
っ
た

直るかな―ボランティアによる
「おもちゃ病院」もオープン

田
代
実
行
委
員
長
を
先
頭
に
小

島
区
長
（
右
か
ら
２
人
目
）
ら
が

み
こ
し
を
担
い
で
練
り
歩
い
た

訓
練
の
講
評
を

す
る
水
野
署
長

（
中
央
）

ス
マ
ホ
の
こ
と
な
ら

―
日
常
使
い
で
覚
え

た
こ
と
を
生
徒
ら
が

みんなで一緒に 「守山区福祉まつり」５年ぶり
マルシェやバザー
スタンプラリーに笑顔

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

し
だ
み
の
里
で
消
防
訓
練

避
難
誘
導
や
は
し
ご
車
を
使
っ
た
救
助
な
ど

施
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